
　

16.9%

20.4%

22.0%

79.7%

局のイベント情報

下水道局の事業を解説する

下水道施設を写真で紹介する

暮らしに役立つ情報…

80.6%

69.6%

67.3%

47.0%

41.0%

37.9%

81.6%

75.4%

65.5%

56.0%

49.2%

47.6%

90.8%

81.7%

77.9%

55.2%

38.5%

47.6%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代以下

水環境の改善

浸水の防除

快適な生活環境の創出

令和６年度 東京都下水道局広報広聴アンケ－ト結果（概要）

調査の概要

○調査対象

東京都23区内に居住する満18歳以上の男女

3,000人（住民基本台帳から無作為抽出）

○調査方法

郵送法（回答方法は郵送又はweb）

有効回答数1226（回収率40.9％）

○調査内容

下水道事業に関する関心度、認知度 など

◆「下水道への関心度」は、「関心を持っている」が約３割で、前回調査とほぼ同程度

「関心を持っている」は７０歳代以上で高く、年代が下がるほど減少傾向

◆「下水道の役割」の認知度は約６割で、前回調査とほぼ同程度

◆特に重要だと認識されている施策は「震災対策」「再構築」「浸水対策」

◆油のふき取りは約８割の方が実践 【新規】

◆雨ますを塞がないことが大雨への備えになることを約３割の方が知らない 【新規】

○「下水道」に対する関心度
≫「下水道に関心を持っている」は、約３割で前回調査と

≫同程度であった。
≫年代別では、70歳以上が最も多く、年代が下がるほど減少
≫傾向が見られ、20歳代以下が最も少なかった。

○「下水道の役割」の認知度
≫全体の認知度は前回調査とほぼ同程度。

年代別では、年代が下がるほど認知度は減少傾向であった。

○都民の「知っている」と「ＰＲの評価」
≫最も「知っている」と回答した人が多かったのは「下水道の仕組みや役割」

≫「知っている」と回答した人のうち、「ＰＲできている」との評価は、すべての項目で５割以下。

≫特に「下水道に関わる人々の具体的な仕事」は２割弱の人しか、PRが十分だと思っていない。

○都民へもっと知ってもらうための取組み
≫「インターネットでの動画配信・広告掲出」、「学校などの公共施設での広報」

≫「テレビなどマスコミを活用した広報」の回答が多かった。

年代 割合

20歳代以下 10.1%

30歳代 15.9%

40歳代 21.9%

50歳代 18.4%

60歳代 15.6%

70歳以上 17.7%

無回答 0.4%

＜回答者の内訳＞

主な調査結果

4.9%

31.9%

30.8%

10.0%

46.0%

23.2%

16.2%

33.1%

2.0%

1.8%

土のうや水のう

を備えること

雨ますを

塞がないこと

実践している 実践していない 必要がない

知らなかった 無回答

○大雨への備え
≫下水道局が呼びかけている大雨への備えについて、雨ますを

≫塞がないことを知らない方が約３割であった。

47.1%

45.0%

44.4%

41.7%

インターネットでの動画配信・広告掲

出

学校、区市役所などの公共施設での

広報活動

テレビなどマスコミを活用した広報

ＳＮＳを活用した積極的な情報発信

○下水道局公式Xアカウントのフォロー
≫下水道局公式Xアカウントをフォローしていない人が約６割、

≫Xをやっていない人が約４割だった。

≫「暮らしに役立つ情報」についての関心が高く、約８割の人がフォローしたくなる

≫と回答した。

「関心を持っている」と答えた人の割合（年代別）

51.0%

78.3%

48.3%

21.0%

0.7%

0.7%
オイルボール流

出

下水道管の詰ま

り・悪臭

知っていた 知らなかった 無回答

42.9%

34.7%

31.6%

42.6%

16.9%

45.1%

28.0%

39.2%

31.9%

4.0%

5.9%

6.2%

6.7%

6.8%

11.0%

12.2%

13.7%

53.7%

下水道局のイベント等の情報

下水道の事業計画・進捗状況

下水道の歴史

下水道に関する教育・広報施設

下水道に関わる人々の具体的な仕事

下水道工事に関わる情報

下水道料金の内訳と使い道

下水道施設の見学案内

下水道の仕組みや役割

知っている PRできている

「知っている」と答えた人の割合（年代別）

31.2% 52.9% 15.6%

0.3%

関心を持っている どちらともいえない

関心を持っていない 無回答

項目に対し特に重要だと思う人の割合

○下水道に油を流すことによるリスク
≫リスクのうち下水道管の詰まり・悪臭を知っている人は

≫約８割、オイルボールの流出を知っている人は約５割
≫であった。

○施策の重要度の認識
≫下水道局が推進している施策のうち、特に重要だと認識されて

≫いる施策は「震災対策」「再構築」「浸水対策」であった。

43.5% 37.2% 16.2%

2.1%

1.0%

いつも拭き取ってから洗っている

時々拭き取ってから洗っている

拭き取らずに洗っている

食器を洗うことは（ほとんど）ない

無回答

フォローしたくなる投稿（上位抜粋）

47.9%

40.8%

30.5%

28.4%

17.4%

16.9%

70歳以上

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代以下

58.3%

63.4%

66.4%

41.5%

35.6%

33.4%

0.2%

1.1%

0.2%

快適な生活環境の創出

浸水の防除

水環境の改善

知っている 知らない 無回答

10.1%

11.5%

16.7%

18.2%

31.9%

38.1%

42.5%

合流式下水道の改善

汚泥処理の信頼性向上と効率化

維持管理の充実

処理水質の向上

浸水対策

再構築

震災対策

油汚れのふき取りの実施状況

事業を知ってもらうためによいと思うもの（上位抜粋）

「下水道」に対する関心 「下水道の役割」の認知

大雨への備えの実施状況

油を流すことによるリスクの認知

公式Xアカウントのフォロー状況

下水道について知っていることとPRの評価

1.0%

55.5% 42.1%
1.4%

している していない Xをやっていない 無回答


